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あらまし：本稿では，大学の初学者を対象としたプログラミング教育の実践について報告する．初学者に

特化した Moodleベースの学習環境を構築し，Ruby言語を用いたプログラミングの授業を行った．初学者

用に，一画面でプログラムの入力，実行・出力を行うとともに，教師用資料の閲覧ができる環境であり，

自宅からも同じ環境で利用できる．学習者の記録から，本学習環境は効果的に利用されたと考えている． 
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1. はじめに 

著者らは，大学の一般教育における初学者のため

の授業用プログラミング環境として，Moodleベース

の学習環境を構築している(1)．本稿は，当該学習環

境の評価を行うために，当該システムの利用有無に

よる授業の課題進捗状況と，学習者の作業記録およ

び授業内外での当該学習システムの利用履歴を確認

し，本学習環境の分析を行うことを目的とする． 

 

2. Moodleを用いたプログラミング学習環境 

本学習環境は，初学者が大学の一般教育の授業と

してプログラミング教育を受けることを前提として

設計している．本学習環境の利用者は，大学入学後

の一般情報教育の中で簡単なプログラミング

（Scratch）は体験済みで，プログラミングに興味を

持っているが，本格的なプログラミングの経験はな

い．本学習環境の設計方針を以下に示す． 

1.授業での利用が大前提である．自宅での予習復習

においても，同じ学習環境で利用可能であること 

2.教師が資料提示を安直にできること 

3.学習者の集中力を保持するために，一画面でプロ

グラムの編集・実行ができ，教師の提示資料が確

認できること 

4.プログラミング言語は汎用的なものであり，十分

に学習が進んだのちは，本環境から各自の環境へ

の移行がスムーズにできること 

 

以上の要件から，ウェブインターフェースで，学習

者管理ができる Moodle プラグインとして環境を構

築することとした．また，プログラミング言語とし

て，Rubyと Python が利用可能である． 

本稿の授業では，Ruby を用いた．図 1 に Moodle

上のリンクをクリックした際の初期場面（学習者毎

のフォルダが表示）を，図 2 にプログラムファイル

を開いた際の画面を表示する． 

 
図 1 プログラミング学習環境画面 

 

 
図 2 プログラムファイルを開いた際の画面 

 

図 2 に示す通り，画面右上には学習者が取りこん

だライブラリ資料を選択表示できる．授業時は，こ

こに教師が指示した資料を表示する．ライブラリに

プログラムファイルを指定し，そのまま実行するこ

ともできる．その場合には，別タブに実行結果が表

示される．自らが作成するプログラムは，図 2 の左

側に配置され，それを上部の「保存して実行」ボタ

ンを押下することで，右下の領域に実行結果を表示

することができるようにした． 

本学習環境では，学習者は画面遷移なしに一画面

内で教師資料を閲覧し，内容を確認ながら，プログ
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ラムを作成・実行できるため，プログラムの内容に

集中して取り組むことができると考える． 

 

3. 実践結果 

図 3は本環境の利用有無（2015年度は利用無，2016

年度は利用）による課題進捗であり，第 1 週から第

12 週の授業で提出した基礎課題数を順次カウント

した．受講者は 3 グループに分かれて授業を受けて

おり，図に記載の初学者グループの人数は，各年度

20 名前後である．図 3 には第 2 週，5 週，8 週，11

週のみ明示しているが，左から順に週数を表す（初

回はガイダンスである）．授業課題は 11 の基礎課題

と応用課題から構成される．図 3 の横軸は，授業の

受講者全員が 11 題の基礎課題を全て提出すると右

端の 11に達するように規格化している．図 3 に示さ

れる通り，本環境を利用した方が，第 3 週目以降，

毎週 1 課題程度，満遍なく提出しており，ほぼ 11

週で基礎課題の提出が終了していることが確認され

た．一方，2015 年度の本環境を利用していない場合

には，各週で進捗にバラツキが見受けられる． 

 

 
図 3 各授業週における基礎課題の提出進捗状況 

 

 
図 4 各授業週における授業進捗の満足度につい

ての学習者の自己評価（5段階：横軸は授業週数） 

 

 
図 5 各授業週における授業の難易度についての

学習者の自己評価（5段階：横軸は授業週数） 

図 4，図 5 は，学習者に毎週授業終了時に記載さ

せている作業記録から，授業進捗に関する満足度と

授業の難易度（5段階評価）を比較したものである．

2015年度に比べ，2016 年度は満足度が平均的に高く，

難易度はやや難しい程度で授業週数によるバラツキ

が少ないことが確認できる． 

 

4. 応用課題 

基礎課題終了後は，応用課題を学習者に取り組ま

せる．応用課題では， SVG，Ruby/Tk などを用い，

グラフィカルな結果を描画する課題や文字の前後の

つながりなど基礎課題で扱った内容を少し高度にし

た課題など，多種の課題群を用意し，学習者に選択

させ数に制限なく解かせることとしている．この際，

基礎課題で用いていた本学習環境の利用有無につい

ても自由とした．本 Moodle プラグインで Tkを利用

し，ブラウザ上でグラフィカルな出力をレンダリン

グする機能を用意するのは困難であったため，Tkを

用いたプログラムを作成する場合には，学習者のロ

ーカル PC でプログラムの作成と実行を行わせたと

ころ，実行に特段の困難はなく，学習者は好みに応

じ，スムーズに環境と課題を選択することができた．

約 1/3 はローカル PCで Tkを用いた応用課題を選択

し，2/3は本環境をそのまま使い続けた． 

 

5. 考察 

前章の結果から，本システムの利用はスムーズに

行われ，図 3より第 6 週から第 9週程度までは，前

年度に比して 1 週間程度早めのスピードで基礎課題

が提出されていることがわかる．学習者の自己評価

においても，授業進捗の満足度と難易度は週数によ

るバラツキが少なく，本学習環境を用いることで，

学習者はスムーズにプログラミングを行うことがで

きたと考える．応用課題の実施においては，1/3の学

習者は，本環境ではなく，ローカル PC環境で Ruby

を問題なく実行できていた．よって，目的の一つで

ある「学習が進んだのちは，本環境から各自の環境

への移行がスムーズにできること」についても達成

できたと考える．これらの結果と考察から，本学習

環境は授業での初学者用のプログラミング学習環境

として効果的に利用できることが示されたと考える． 

 

6. まとめ 

Moodle を用いた大学初学者用のプログラミング

学習環境を開発し，実際の授業で利用した．プログ

ラムの作成・実行を一画面で設計したことにより，

課題が効率的に実行され，学習者が大きなバラツキ

なく満足して利用していたことが確認された． 
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